
環境省 北海道地⽅環境事務所

大規模災害時廃棄物対策
北海道ブロック協議会

道南エリア分科会
人材育成事業ワークショップ

令和6年11月21日（木）

資料２

出典：「災害廃棄物に関する研修ガイドブック ワークショップ型研修編」 1

 災害廃棄物処理対応における組織体制の構築・
情報収集、仮置場の候補地と事前に確認すべき
事項について理解を深める。

 多様な視点・価値観への気づきを得る。

ワークショップの目的
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目安時間内容

5分
氏名、所属、平時の担当業務、

災害対応のご経験自己紹介

50分
発災後の組織体制の構築・情報

収集ワークショップ①

5分～休憩～

50分
仮置場候補地の条件と確認すべ

き事項ワークショップ②

本日の流れ 自己紹介

班内で自己紹介してください

氏名
所属
平時の担当業務
災害対応のご経験

⇒5分
3



災害廃棄物に関するワークショップ①

～組織体制の構築・収集すべき情報の明確化～
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ワークショップ①の流れ

5

各班の意⾒の共有

各班発表

ワークショップ

✓業務と担当部署等

✓収集する情報

✓平時の備え

概要説明・話題提供
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災害時に発⽣する⼀般廃棄物と処理

出典：「災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き」令和3年3月 環境省再生資源循環局災害廃棄物対策室

災害時の廃棄物処理の流れ

平成30年北海道胆振東部地震

平成28年熊本地震
東日本大震災
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出典：環境省災害廃棄物対策フォトチャンネル

災害廃棄物の発生状況



災害廃棄物の発生状況

平成30年7月豪雨
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令和2年7月豪雨

令和元年房総半島台⾵

令和元年東⽇本台⾵

出典：環境省災害廃棄物対策フォトチャンネル
9出典：東日本大震災により発生した被災３県における災害廃棄物等の処理の記録

処理困難物の発⽣状況

災害廃棄物の発生状況

出典：「災害時の一般廃棄
物処理に関する初動対応
の手引き」令和3年3月 環

境省再生資源循環局災害
廃棄物対策室

災害時の初動対応の実態

10 出典：東日本大震災により発生した被災３県における災害廃棄物等の処理の記録

施設の被害
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発災直後に，主として災
害廃棄物の処理業務を
⾏った部局（担当課）
はどこですか。

66

69%

19

20%

3

3%

8

8% 市民生活系部局

土木系部局

総務系部局

その他

関係部署との協⼒体制・
役割分担はうまくいきまし
たか。

52

63%

19

23%

12

14% うまくいった

うまくいかなかった

その他

出典：「巨大災害により発生する災害廃棄物の処理に自治体はどう備えるか」環境省東北地方環境事務所

組織体制の構築
【東日本大震災での対応事例】
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地域防災計画では環境対策課が災害廃棄物処理を行うこととなってい

たが、実際には御遺体の火葬対応に追われたため、発災当初は建設課

ががれき撤去を行った。平成23年5月頃から環境対策課でも災害廃棄

物処理対応を行うようになり、建設課と共に処理を進めたが、人手が足

りなかったため、ほとんどが兼務の状態だった。可能であれば専門（専従

）チームを作ればよかった。

計画の位置付けどおり、生活環境部門は廃棄物処理に特化した業務に従
事できた。

あらかじめ各避難所には、災害になると通常業務ができなくなる部署が割り
振られ、どの課が避難所対応をするか決まっている。

出典：「巨大災害により発生する災害廃棄物の処理に自治体はどう備えるか」環境省東北地方環境事務所

組織体制の構築
【東日本大震災での対応事例】
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 被災市町村は、廃棄物を所管する環境担当室課や土木工事を
担当する建設担当課を中心として、関連部局が一丸となり災害
廃棄物の処理にあたった。

当該市町村の人員の不足は顕著であり、県内外を問わず各地の
自治体から人員支援を受けた。

担当部署被災市町村担当部署被災市町村

町民課、建設課山田町町民生活課洋野町

環境整備課大槌町生活環境課久慈市

災害廃棄物対策室釜石市住民福祉課野田村

建設課大船渡市建設水産課田野畑村

市民環境課陸前高田市生活環境課岩泉町

資源循環推進課岩手県環境課宮古市

組織体制の構築
【東日本大震災での対応事例】

14 出典：「災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き」令和3年3月 環境省再生資源循環局災害廃棄物対策室

組織体制の構築
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【事例 ： 平成28年熊本地震 熊本市】

740,822人 (H27.10.1)人口

直営・委託収集運搬

東部環境工場
600トン/日
(直営運転)
西部環境工場
280トン/日
(委託運転)

中間処理
（焼却）

236千トン (H27)一般廃棄物
年間総排出量

６強最大震度

2,454棟全壊

15,163棟半壊

98,593棟一部損壊

最大267箇所
(H28.4.21)

避難所数

最大344基 (H28.4.23)仮設トイレ設置数

東部環境工場
H28.5.1：2号炉仮復旧
H28.5.18：1号炉仮復旧

主な施設被害

1,479千トン
(推計)

災害廃棄物の
発生量

（平時の一般廃棄物処理体制）

（被害概要）



組織体制の構築
【令和元年東日本台風での対応事例】

✓庁内の各部署それぞれが手一杯
⇒人員体制を整えることができなかった。

✓初動時に災害対策本部等で人員要請
→廃棄物処理は軽視 スムーズな対応×
⇒現状が見えてきた段階で人員を割り振られた。

✓通常業務をこなしながら、災害対応
⇒特定の職員に業務が集中してしまった。

◆組織体制
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組織体制の構築
【令和元年東日本台風での対応事例】

✓支援期間について
・内部での応援職員の受入は短期間
（1～4日程度）

・外部からの応援職員の受入は中長期間
（数日間～1年程度）

✓支援内容について
・仮置場の運営補助
・公費解体や補助金申請に係る事務一般

◆協力・支援
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組織体制の構築
【令和元年東日本台風での対応事例】

発災後の災害廃棄物処理担当の体制と役割について

担当人数内容役割名自治体名

2総括、県との連絡調整、契約等総務

B市 3仮置場の設置及び管理仮置場
3地区集積所から仮置場までの収集運搬及び調整収集運搬

部課内での
支援も含め、
9名で対応

予算管理、職員派遣・受入調整、協定先調整、災害廃棄物発
生量推計、国庫補助関係事務、災害廃棄物処理実行計画策
定

総務

C市
被災者の生活に伴う廃棄物の収集、災害廃棄物収集、し尿収
集

収集

処理先の確保・契約、仮置場の整備・管理処理

1(兼務)
関係機関との連絡調整、処理進行管理、住民周知、支援要請
等

総務

D市
1(兼務)災害ごみ収集・運搬現場管理、仮置場設置・管理・運営災害廃棄物
1(兼務)生活ごみ収集・運搬管理生活ごみ処理

1補助金、情報収集・発信、廃棄物・し尿処理関係、消毒対応総務

E市 3処理委託、仮置場運営、廃棄物処理（一部）処理
1廃棄物・衛生面の電話窓口対応窓口対応
1統括、災害対策本部および他部署との連絡調整総括

F町 1生活ごみ、周知、予算確保、補助申請、契約等総務
3災害廃棄物仮置場の設置・管理・運営等処理

被
害
規
模

大

18
小

組織体制の構築
【令和元年東日本台風での対応事例】

◆アンケート結果では主に以下に示す役割に分かれて対応していた。

✓総務（統括）担当・・・総合調整、対外交渉、補助金対応、市民対応

✓災害廃棄物担当・・・実行計画策定と見直し、仮置場設置・運営

✓収集担当・・・ごみ収集、し尿収集、仮設トイレ設置・管理

✓処理担当・・・処理施設運営、処理先確保

発災後の災害廃棄物処理担当の体制と役割について

・平時から災害廃棄物処理体制について、組織全体で検討を行う。

（意思決定者を明確にしておく）

・災害廃棄物処理計画中には災害対策本部の組織図が地域防災

計画等を基に記載されていることが多いが、災害廃棄物担当の組織

図まで検討している自治体は少ない傾向にある。
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組織体制の構築
【令和元年東日本台風での対応事例】

他部局からの応援職員の受入実績について

期間人数従事業務／支援業務職種自治体名

1日25人土砂がれきの仮置場管理業務現場職員
A市

4日21人仮置場運営業務事務系職員

1日46人災害ごみの受入れ-C市

13日-仮置場・被災現場における収集運搬等-D市

4日12人仮置き場での荷下ろし・分別指導事務系職員E市

2.5日2名仮置場運営補助、仮置場重機オペレーター現場職員
F町

1～11日13名仮置場運営補助事務系職員

被
害
規
模

大

小

・仮置場の運営・管理等に関する業務で多くの人員を必要とする。

・人材不足で組織体制が確立できない場合は、県、他市町村、事業
者との災害時支援協定の締結を検討し、スムーズな支援を受けら
れるようにしておく。
・中長期支援については、総務省による全国市町村会等の支援も
活用する。（処理計画に記載しておく） 20

組織体制の構築
【令和元年東日本台風での対応事例】

他部局等との連携について

連携内容や生じた課題連携先自治体名

他自治体応援の要請は、個別の応援協定などを優先し、足りない人員を中核市へ要請した。中核市応援自
治体の想定業務とのマッチングが難しく、仮置場管理業務の依頼を断念した。

災害対策本部

A市
国交省所管の堆積土砂排除事業との連携事業について環境部局で実施した。土木積算のできる技師がいな
かったため、建設部局の支援を受けた。

建設系部局

仮置場の応援職員の要請と人数調整
安全に作業するための人数分の備品の調達が難しい

総務系部局

庁内全部局を対象に、収集運搬や置場管理に関する人員の動員を依頼
災害対策本部
（部長会議）

B市
農業ごみの片付けや受け入れの調整農業系部局
福祉課を通じて、社会福祉協議会運営のボランティアセンターとの調整福祉系部局
避難所や被災箇所での仮設トイレ必要基数について、区長も交えての情報共有に時間を要した。災害対策本部

C市 「堆積土砂排土事業」（国土交通省所管）や「農地・農業用施設災害復旧事業」（農水省）など他の復旧事業
との連携

建設系部局、
農林系部局

仮置場及び被災現場における応援職員の要請
総務系部局

（災害対策本部）
D市

協定に基づく、資機材・人員支援要求防災系部局E市

災害現状の把握、他自治体や自衛隊等の応援体制の調整、災害廃棄物仮置場の選定同意等
【課題：災害廃棄物に関する支援協力体制】

災害対策本部

F町

携帯トイレ・ビニールシート等の在庫確認および確保
【課題：解体トイレ必要数の把握、災害状況の集約】

防災系部局

道路・橋梁等の交通制限の情報共有
【課題：被災地区のごみ収集場所の確認および仮設置場所の選定、収集車両の通行ルートの確保など】

建設系部局

避難場所での廃棄物処理方法の指導および回収
【課題：被災者支援との協力連携】

福祉系部局

災害廃棄物、生活ごみの収集・処理に関する住民周知総務系部局
21

組織体制の構築
【令和元年東日本台風での対応事例】

他部局等との連携について

◆アンケート結果では主に以下に示す部局と連携していた。

✓災害対策本部・・・災害対応全般、応援職員の要請

✓総務系部局・・・応援職員の要請、住民への広報

✓防災系部局・・・資機材の確保

✓建設系部局・・・堆積土砂の撤去、被害箇所の情報共有

✓農林系部局・・・農業ごみの撤去

✓福祉系部局・・・ボランティアの調整、避難所ごみの対応

・災害廃棄物処理計画を策定する際、他関係部局との調整を行って

おく。

・発災時は関係部局とも連携体制が迅速に構築できるよう、平時から

対応を協議しておくことが重要である。
22

出典：「災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き」（令和3年3月改訂、環境省）

参考

23



出典：「災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き」令和3年3月 環境省再生資源循環局災害廃棄物対策室

情報収集

24

ワークショップ① 発災後の組織体制構築・情報収集

班名

業務と担当部署等 収集する情報

生活ごみ
収集︓
○○課

平時の備え

全体調整
︓○○課

全体調整
︓○○課

ライフライ
ンの被害
情報

職員の安
否

仮置場︓
○○課

施設の稼
働可否

他部署と
分担を決
める

必要な情
報をリスト
化する

発災後の災害廃棄物に係る業務と担当部署等を検討して
下さい。また、業務上どのような情報を収集する必要がある
かを検討した後、平時の備えを書き出してください。

会場用

①各⾃の意⾒を付
箋に書き出して
ください。⇒ 10分

②各⾃の意⾒を模
造紙に貼りながら
発表してください。

⇒ 10分

③班の意⾒を整理し
最も重要な意⾒を
まとめてください。

⇒10分

※(1)、(2)の内容
をふまえて記入

支援要請
の方法を
確認する

・付箋１つに１意⾒。

・他の人が読める字で。
25

(1) (2)

ワークショップ① 発災後の組織体制構築・情報収集

①各団体で意⾒整理シー
トに書き出してください。

⇒10分

③班内で各団体から口頭
で説明してください。

⇒8分

②各団体の意⾒をチャット
に書き込んでください。

⇒10分

意⾒整理シート

業務と担当部署等 収集する情報

平時の備え

例）
職員の安否
ライフラインの被害情報
施設の稼働可否

全体調整︓○○課
⽣活ごみ収集︓○○課

(1)、(2)をふまえて記入

例）他部署と分担を決める。支援要請の方法を確
認する。必要な情報をリスト化する。

④班の意⾒のまとめ（最も重要だと考える事項を選定） ⇒2分

オンライン

※お⼿元の意⾒整理シートをご参照ください。

発災後の災害廃棄物に係る業務と担当部署等を検討して
下さい。また、業務上どのような情報を収集する必要がある
かを検討した後、平時の備えを書き出してください。

26

ワークショップ①の成果発表

27

各班で意⾒交換した結果について発表をお願いします。

1班あたり2〜3分程度でお願いします。

発表内容︓最も重要な収集する情報や平時の備え



まとめ

■役割分担

誰が何をやるのかを決定しておく

⇒発災直後の混乱時でも迅速な対応を可能にする

【ポイント】

 自治体の実情に合った作業分担、役割分担

 不⾜している⼈員を把握→どのように補うのか

 庁内での理解（特に廃棄物部局以外の役割がある場合）

■情報収集

どこからどのような情報を得るのかを整理しておく

⇒発災直後の混乱時でも必要な情報を迅速に入手にする

【ポイント】

 発災時に収集する情報をあらかじめ整理する

→必要となる情報、情報元、誰が収集するのか、を決めておく 28

休 憩
（５分）

14：05から開始します
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災害廃棄物に関するワークショップ②

～仮置場候補地の条件と確認すべき事項～

30

ワークショップ②の流れ

各班の意⾒の共有

各班発表

ワークショップ

✓仮置場候補地の条件

✓事前の確認事項

概要説明・話題提供

31



災害時に発⽣する⼀般廃棄物と処理

出典：「災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き」令和3年3月 環境省再生資源循環局災害廃棄物対策室

災害時の廃棄物処理の流れ

ワークショップの対象

（住民の方の片付けご
み搬入場所を想定）

32

仮置場の決定

レイアウトの計画

設置準備

関係者への周知

事前に準備している「仮置場候補地リスト」から、下
記の内容を確認する。

・被災状況、アクセス状況
・他用途での使用状況
・使用可能面積
・周辺環境

使用する仮置場候補地での廃棄物の配置計画を行う。

・分別区分、配置
・仮置場内の動線
・搬入路の確保

・必要資機材の確保
・役割分担、人員の確保
・仮置場の付帯設備の整備

・仮置場に関して周知が必要な内容を、利用可能な手段
を用いて周知する。

・周知する対象は、自治体内関係者、住民、ボランティア
等となる。

仮置場設置の流れ

33

令和元年東日本台風の事例

仮置場の役割と名称

仮置場の設置等に関する市町村への協力・支援内容

○初期の段階において、仮置場運営要員として県職員の派遣を行った。

○市の仮置場への道路渋滞が見られたことから、交通信号の調整を依頼した。

○県有地を仮置場として使用できるようにするとともに、県公社有料道路の無償化を実施した。

◆仮置場の設置

自治体名
A市

C市
D市

F町
仮置場 住民の片付けごみなどを分別し中間処理に先立って保管する場所
集積場 特別な事由により片づけごみを仮置場以外に集積する（した）場所

E市
臨時集積所 住民の片付けごみなどを一時的に集積する場所（各家庭前）

仮置場 分別や保管を行う場所

仮置場 中間処理に先立っての分別や保管を行う場所
一次仮置場 中間処理に先立っての分別や保管を行う場所

名称 役割

一次仮置場 住民の片付けごみ、公費解体廃棄物の分別、保管を行う場所

B市
地区集積場 被災者の片付けごみなどを一時的に集積する場所 市内22ヶ所設置

仮置場 中間処理に先立っての分別や保管を行う場所 市内３ヶ所設置

34

令和元年東日本台風の事例

仮置場の設置状況の把握

開設把握していない仮置場への対応

◆仮置場の設置

35



令和元年東日本台風の事例

◆仮置場の設置

✓仮置場を浸水エリアの近くに設置
⇒被災地から早期に廃棄物を撤去できた。

✓仮置場候補地としていた場所が、被災地域から離れた

場所であった。

⇒別の民有地を借用した。

✓地区集積場を22箇所用意した。

⇒仮置場への搬入による交通渋滞を防げた。
✓グラウンドを仮置場とした。
→地盤が軟弱で雨天により通行障害発生
⇒搬入された畳を一時的な地盤補強材として使用

✓課内に土木技師が所属
⇒仮囲いの設置や重機の借り上げがスムーズに進んだ。

36

令和元年東日本台風の事例

◆仮置場の運営管理

✓市職員10名程度で対応したが分別指導×
⇒分別指導の人員が必要

✓災害廃棄物処理計画で廃棄物の種類を１９種
→被災者やボランティアにとって大きな負担
⇒普段の生活ごみの分類を考慮して９分別
に決定

✓仮置場内の分別種目ごとに案内やチェックを兼
ねた人員を配置
⇒適正な管理ができた。

37

・各地区に区長等と相談しながら地区集積所を開設したが、
その際の周知や連絡、閉鎖のタイミングが難しかった。また、
管理が難しく、便乗ごみを不法投棄されたり、分別の徹底
ができない集積所があった。

・グラウンドに仮置場を設置したが、ぬかるみで搬入車両が
スタックする等の支障が発生した。

⇒

・事前に仮置場リストを作成しておく。

・仮置場への搬入ルートも確認して作成する。

・候補地は複数検討しておく。

令和元年東日本台風の事例

◆仮置場の運営管理

38

【参考】災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き より

p.12
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【参考】災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き より

p.19

40

【参考】災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き より

p.35

41

【参考】災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き より

p.36-

37

42

【参考】災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き より

p.42
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ワークショップ② 仮置場候補地の条件と確認すべき事項

班名

候補地の条件

搬入に十分
な幅員があ

る

確認事項

平場が広い
面積

周辺道路の
確認

〇〇

会場用

①各⾃の意⾒を付
箋に書き出して
ください。⇒ 10分

②各⾃の意⾒を模
造紙に貼りながら
発表してください。

⇒ 10分

仮置場候補地の選定条件と事前に確認が必要な事項につ
いて検討してください。

・付箋１つに１意⾒。

・他の人が読める字で。

「被災地からの搬⼊」「仮置き」「粗選別」「処理施設
への搬出」「安全・環境」の観点からイメージしてくだ
さい。

44

③最も重要な候補地
の選定条件と確認
事項について、班
内の意⾒をまとめ
てください。

⇒ 10分

ワークショップ② 仮置場候補地の条件と確認すべき事項

意⾒整理シート

候補地の条件

「被災地からの搬⼊」「仮置き」「粗選別」「処理施設
への搬出」「安全・環境」の観点からイメージしてくだ
さい。

仮置場候補地の選定条件と事前に確認が必要な事項につ
いて検討してください。

①各団体で意⾒整理シー
トに書き出してください。

⇒10分

③班内で各団体から口頭
で説明してください。

⇒10分

②各団体の意⾒をチャット
に書き込んでください。

⇒5分

④最も重要な候補地の選定条
件と確認事項について、班内
の意⾒をまとめてください。

⇒10分

オンライン

確認事項

45

各班で意⾒交換した結果について発表をお願いします。

1班あたり2〜3分程度でお願いします。

ワークショップ②の成果発表

発表内容︓最も重要な候補地の条件や確認事項

46

まとめ

■仮置場候補地の条件

より条件の良い仮置場を選定

⇒仮置場候補地を決める根拠とする

仮置場候補地の優先順位を決める

⇒優先順位を決めることで想定外の場合に備える

【ポイント】

 自治体の実情に合った仮置場の規模、場所

例︓⽐較的広い⾯積を確保できる⇒箇所数を絞る

住宅地で広い⾯積を確保できない⇒小規模なものを複数

 優先する条件を整理

 災害リスク別に検討することも有効
47



まとめ

■仮置場候補地の事前確認事項

仮置場の設置や運営を想定し候補地の状況を把握する

⇒迅速な仮置場の設置を可能にする

発災時の確認事項を整理しておく

⇒応援職員等への指⽰が適切に実施できる

【ポイント】

 平時から仮置場を意識することにつながる

 仮置場設置に必要な資材や検討事項を想定
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